
日　時： 平成24年12月18日(火)５校時
指導者： 大﨑　敏弘
場　所： １年２組　教室

１ 単元名　　きいて　つたえよう

２ 単元の目標

○ 正確に聞き取って伝えることの大切さを感じて，話を聞こうとする。 【国語への関心・意欲・態度】
○ 聞いたことを友達に正しく伝える。 【話すこと・聞くこと】
○ だいじなことを落とさないように注意深く聞く。 【話すこと・聞くこと】
○ 言葉には，事物の内容を表す働きや，経験したことを伝える働きがあることに気付く。

【言語についての知識・理解・技能】

３ 単元について

(1) 　教材について
　本教材は，教師の指示を頭の中で具体化しながら聞き，他の人に伝えるという言語活動を通
して，大事なことを落とさないように聞き取って理解する力，他の人に正しく伝える力を身に
付けることをねらいとしている。
　児童は，『こえのゆうびんやさん』で，話をしっかり聞いて，他の人に正しく伝えることを
学んでいる。本単元では，聞いた内容を理解してという要素が追加されている。これがさらに，
２年次の『まよい犬をさがせ』で，メモを取りながら聞くという活動に発展していく。

(2) 　児童について
　

(3) 　指導にあたって
　本単元の指導にあたっては，全員が順番に伝言係になるようにする。その経験をもとに，正
確に聞き取る力，正しく伝える力を養っていく。うまく伝わらないときには，教室に掲示し，
日常的に意識している聞き方・話し方の表に立ち返って，留意事項を確認させる。
　また，話しやすい生活グループでの話合いを多く取り入れることにより，自分の考えをなか
なか言えない児童にも，人前で話すことに慣れさせていきたい。

４ 校内研究との関わり

視点１ 言語活動の工夫

①　『ききかた』『はなしかた』の表を活用し，大事なことを落とさないように聞き，聞いた
　ことを正確に友達に伝える際のポイントを明確にしていく。

②　「大事なことを落とさないで聞く」ために，十分に「大事なことは何か」について確認す
　る。その際，映像なども利用し，このゲームにおける「大事なこと」を理解させる。

視点２ 他者との関わらせ方の工夫

①　グループ活動を取り入れることで，友達と一緒に学ぶ楽しさを感じさせ，意欲の継続を図
　る。その際，話すことを苦手とする児童も安心して話せるようなグループ構成にする。

②　伝言を伝える立場と伝言を聞いてポーズをとる立場を交代しながら何度も繰り返して活動
　させる。それによって，聞く役割の際に，友達の話の仕方から学んで，自分が話す役割のと
　きに生かすことができるようにさせる。
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５ 指導と評価の計画（本時１／３）
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　「ポーズゲーム」で， ・ 学習内容を知る。 ○

正しくポーズをするため ・ ゲームの手順を知る。

のポイントを落とさない ・ 学習課題をつかむ。

聞き方が分かる。 ・ 話を正しく聞くために，

必要なことを確認する。

　　　　　【視点１①】

・ 話を正しく聞くための ○ 話聞 正しくポーズをするため

ポイントを理解する。 のポイントを落とさない

　　　　　【視点２①】 聞き方が分かる。

・ ためしのゲームをする。 （ワークシート，発言）

・ 次時の予告を聞く

　様子を考えながら聞き， ・ 本時のめあてを確かめ，

正しく伝えることができ ゲームのやり方を確認す

る。 る。

・ 話し方・聞き方の確認を

する。　　【視点１①】

・ 第１段階のゲームを行う。 ○ 話聞 どんな動作か考えながら，

　　　　　【視点２②】 大事なことを落とさずに

※ 第１段階：伝言係は，一 聞いている。教師から伝

　　　　　度自分で動作 えられ，実際に動作化し

　　　　　をしてみてか て確認したポーズを正し

　　　　　らグループの く伝えている。

　　　　　児童に言葉で （行動観察）

　　　　　伝える。

　正確に聞き取って伝え ・ 本時のめあてを確かめ，

ることの大切さを感じて， ゲームのやり方を確認す

意欲的に取り組もうとし る。

ている。 ・ 話し方・聞き方の確認を

する。　　【視点１①】

・ 第２段階のゲームを行う。 ○ 関 前時までの学習を生かし，

　　　　　【視点２②】 楽しくゲームに参加しよ

※ 第２段階：伝言係は，頭 うとしている。

　　　　　の中で動作を （行動観察）

　　　　　イメージして

　　　　　グループの児

　　　　　童に言葉で伝

　　　　　える。

※　漢字の学習は，ショートタイムで対応。
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評価規準（評価方法）
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６ 本時の指導（本時１／３）

時間

１ 本時の学習内容を知る。

・ 既習の『こえのゆうび ・ 伝える楽しさを思い出させ，新しいゲームに挑
んやさん』を思い出す。 戦する意欲を持たせる。

・ ポーズゲームの手順を ・ 教科書に沿って，ゲームの進め方の概略を説明
知る。 する。

・ 板書しながらゲームの手順を説明する。

1)先生　⇒　伝言係
2)伝言係　⇒　グループの友達
3)「はい，ポーズ。」  
4)伝言係を交代する。

・ 全体での確認後，グループ内でゲームの進め方
を再確認させる。

・ ゲームのルールを確認 ・ 伝言を聞きながらポーズをしないことを確認す
する。 る。

・ １回目のためしのゲー ・ 話を聞いただけで正しいポーズをとるというこ
ムをする。 との難しさを体感させ，正確に話を聞こうとす

る意欲を持たせる。

２ 本時の学習課題をつか
む。

・ ゲームで正解するため ・ 正確な聞き取りが必要だということに気付けな
に何が大切か考える。 い場合には，学習課題を提示してから詳しく考

えさせるようにする。

・ 話を正しく聞くために， ・ 「ききかた」の表を使って，「さいごまできく」
必要なことを確認する。 「だいじなことをもらさない」ことが必要なこ

とを押さえる。　　　　　　　　　【視点１①】

３ 話を正しく聞くための
ポイントを理解する。

・ 自分の考えを書く。 ・ 自分の考えをワークシートに書かせる.。

・ グループの友達と，こ ・ グループの友達同士で意見を交換させることで，
のゲームでの「だいじ 聞くポイントに気付かせる。　　　【視点２①】
なこと」は何なのかを ・ 話し合いがうまく進まないグループには，１回
話し合う。 目のためしのゲームを思い出せる等のきっかけ

を与え，話し合いの活性化を図る。

・ グループで出た意見を 話
発表し合う。 聞

・ 正しく聞くためのポイ ・ 自分の考えをうまく文章化できない児童には，
ントをワークシートに 口頭作文で記入を支援する。
記入する。

・ 映像で確認する。 ・ 「どこを・どうする」を理解していなければ，
ポーズができないことを映像を使って確認する。
　　　　　　　　　　　　　　　　【視点１②】

４ ２回目のためしのゲー ・ 教師が伝言係になって一斉に『ポーズゲーム』
ムをする。 をしてみる。

・ 次時の予告を聞く。 ・ 次時では，グループ内で伝言係を交代しながら
ポーズゲームをすることを伝え，意欲を持たせ
る。
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正しくきくためのポイントを見つけよう
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主な指導・支援のポイント

 (１)　ねらい　　正しくポーズをするためのポイントを落とさない聞き方が分かる。

 (２)　準備物　　『はなしかた』『ききかた』の表，パソコン，モニター，ワークシート

評価
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 (３)　指導過程

学習活動

（ ワークシート，発言）

正しくポーズをす

るためのポイント

を落とさない聞き

方が分かる。



　聞くポイントとして，『○○で～する』を書いた上で，それ以外にも有効な聞き方の工

夫を書くことができる。

　聞くポイントとして，『○○で～する』を書くことができる。

　個別に支援したり，グループの友達と関わらせたりすることで，「大事なこと」に気付

かせる。

７ 資料：『はなしかた』の表，『ききかた』の表

・ ・ ・

 (４)　評価
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